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超小型モビリティによる社会変革

一般社団法人NNCモビリティ
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モビリティを取り巻く環境（１）

• 少子化や高齢化の進展

• 高齢者による交通事故の増加

• 高齢者の免許返納後の移動手段の不足

• 中山間地における過疎化の進展

• 過疎地における公共交通サービスの減少ないし廃止

• 子育て世代の安全かつ手軽な移動手段の不足



モビリティを取り巻く環境（２）

• 郊外の大規模商業施設の増加と市街地商店街のシャッター通り化

• 街中の駐車場不足

• 日常的に発生する交通渋滞、都市部の狭隘な道路

• 中山間地でのガソリンスタンドの閉鎖

Yahooニュース2020年8月30日より
データ出所:資源エネルギー庁
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モビリティを取り巻く環境（３）
• キーワード：地球環境問題、温暖化ガスの削減、再生可能エネルギー

MaaS、SDGｓ、Society 5.0、地方創生

• 運輸部門の温暖化ガス排出量は日本全体の約2割、自家用車が半分

• 自家用車の利用は大半が一人ないし二人での利用、近距離

国土交通省関東運輸局資料より



• 高齢者や子育て世代のための安全で手軽・便利な交通手段がない。

• 中山間地での交通手段の減少・消滅

• 近距離の移動手段が不足(ラストワンマイル、日常の買物等)
• 新しいサービス形態に対応できていない。

• 省エネ、温暖化ガス対策が不十分

今のモビリティは、変化する社会ニーズに
充分に応えられていない



高齢者・過疎地・免許返納後・子育て世代などのための

小型で交通の邪魔にならず
安全で手軽に利用できる
近距離の移動手段

小型モビリティの普及



小型モビリティのメリット(一部)
• 小型で手軽・便利(小回りが利く、駐車面積が小さい)
• 安全(4輪)
• 雨に濡れない

• 家庭でも充電できる

• 省エネに貢献

• 地域活性化

• QOLの改善

• 通勤・通学での利用

• 観光への利用

• 各種サービスとの連携

• 小口物流への応用

• 自治体との連携

• 公共交通機関との組み合わせで利便性向上

画像は日本自動車工業会資料より抜粋



小型モビリティの多様な利用シーン



小型モビリティのコンセプト NNCとは

• 東京大学生産技術研究所 久保 登 特任研究員の提案による
新しいモビリティの形

• N: Narrow = 車幅が狭い
• N: Near = 近距離の移動
• C: Current = 交通の流れに乗れる

Community = コミュニティとの連携、コミュニティを変える

 小型で交通の邪魔にならず
 安全で手軽に利用できる
 近距離の移動手段



今までの小型モビリティ

• 一人乗り

• 幅が広い

• 価格が高い



NNCの性能とディメンションの目安

• N: Narrow = 車幅が狭い 車幅１ｍ以下

• N: Near = 近距離の移動 一充電航続距離５０ｋｍ

• C: Current = 交通の流れに乗れる 最高速度６０ｋｍ/ｈ
Community = コミュニティを変える

軽自動車以下・オートバイ以上



NNCの外観(一例)

前後に大人二人乗車可能、または 大人一人(前部座席)＋子供二人(後部座席)



他の小型モビリティとの比較 － グリーンスローモビリティ



他の小型モビリティとの比較 － グリーンスローモビリティ

NNC グリーンスローモビリティ

動力 電気 (内燃機関を排除せず) 電気

最高速度 ６０ｋｍ (高速道路は走行しない) ２０ｋｍ以下

サイズ 車幅１ｍ以下
車長２．５ｍ以下

車幅１．３ｍ程度
車長数メートルまで

乗車定員 大人２人、大人１人＋子供２人 ４人以上

想定する用途 (パーソナルユース)
過疎地

高齢者・子育て世代・交通弱者
観光地(レンタル)
手軽な移動手段
コミュニティ作り

(公共交通機関の代替)
バスの代替
高齢者

観光地(ガイド付き)
ちょい乗り
地域活性化

特徴 効率的な移動
他の交通を妨げない
狭隘な道でも楽に移動
駐車面積が小さい

ゆっくり移動
安全規格対応が容易

多人数での移動 (運転手が必要)



NNC導入による期待される効果・活用場面

期待される効果 活用場面、活用の一例

交通弱者への移動手段の提供 高齢者、免許返納者、過疎地域、子育て世代

都市部での交通の円滑化 狭隘な道路での渋滞防止と安全性の向上

観光地での移動手段の提供 レンタル事業

通勤・通学手段としての利用 バイクの代替

農林水産業の運搬手段 軽トラ代替

小口物流・配達・宅配への利用 飲料配達などバイクの代替

工場立地の柔軟化 駐車場必要面積減少：工場増設余地の創出

行政による活用 公共交通機関(村営バスなど)の代替、レンタル制度

新たなビジネスの創出 シェアリング、レンタルビジネス、維持管理ビジネス等の新たな
サービス、新エネルギーとの連携

暮らしの変化 手軽で安全な外出手段の提供、健康増進
中山間地・コミュニティの活性化

都市部での駐車場不足の緩和、市街地商店街の復活



車両規格との関係（１）

認定車の現状：地域限定、個別認定、実験車両の位置づけ



車両規格との関係（２）



NNCモビリティプロジェクトの目標
NNCモビリティの試作、実証、啓蒙活動などを通じて、モビリティを取り

巻く社会環境(車両規格、規制、免許制度、保険制度など)を変えること
により、超小型モビリティ普及のための基盤を整備し、実用化・量産へ
つなげる。

車
両
製
作

実
用
化
・量
産

実証試験・基盤整備

啓蒙宣伝活動

車両規格制定

規制緩和

制度改革

自治体、官公庁などとの連携



NNCモビリティプロジェクトのビジョン

新たな超小型モビリティを開発・実用化することにより、少子高齢化、
過疎化、女性の社会進出が進む日本において、すべての人が地域差、
個人差なく、いつでもどこでも自らの意思で移動でき、高齢者の移動や
地域づくり、子育て支援に貢献できる新しい乗り物社会の構築と社会
構造の変革を目指す。

主なキーワード
交通弱者への支援
地方分散型社会、コミュニティの再生
所有から利用へ(シェアリング)
MAAS、CASE

省エネ、環境対策
SDGs投資、ESG投資



NNCビジネスモデル基本コンセプト
(ハードウェア)

NNC基本構造・仕様

NNCモビリティプロジェクト

コンポーネント アセンブリー

 ニーズ毎のカスタムメード
 外装部品＊１
 付属装置＊２

 モジュール化
 組み立てキット
 修理キット
 地産地消

基本フレーム(剛体構造)
電動機
電池
走行装置(ステアリング、タイヤ)
保安装置等

＊１
車体外板(デザイン)、ドア等

＊２
追加の座席、荷台等
追加安全装置
(衝突軽減、リミッター等)



NNCビジネスモデルコンセプト
(ソフトウェア)

完成車両
(一例)

利用シーン

 個人での購入
 自治体による購入と貸し出し
 リース、カーシェア
 運送事業者
 観光事業者
 サービス提供者

 小売業
 駐車サービス
 修理・整備
 充電サービス
 地図データ提供
 地域情報提供
 アプリ開発・提供
 広告
 買物代行

 走行データ収集
 都市開発



NNCプロジェクトタイムライン概要

22CONFIDENCIAL

2020年度 2021年度 2022年度

実証フェーズ 量産フェーズ

ステージ１

ステージ２

車両設計

車両設計

車両製作

車両製作
認証取得

実証試験

規制緩和活動等

実用化、量産

資金・リソース
の獲得

宣伝啓蒙

評価改良

(改造車2~3台)
実証フェーズ終了ま
でに内容を検討する。

一般社団法人
(非営利型)設立

完了

（技術研究組合設立）

2023年度

参加会員募集



実証フェーズステージ１の概要

• 目標
• デモンストレーション用車両を既存車両の改造により製作

• 宣伝、啓蒙等の活動

• 制度改革等の活動

• 超小型モビリティ普及のための環境整備

• ステージ2で製作する車両の設計＊

• ステージ2のための開発資金の獲得

• 一般社団法人(非営利型)を設立して活動

• 計画予算 600万円～800万円

• 入会金 法人会員 30万円、個人会員 3万円

会費月額 法人会員 1万円(年額12万円)

＊ 製造コスト、生産台数、ビジネスモデルなどを想定して設計



実証フェーズステージ２の概要

• 目標
• 実証試験用車両を、量産を見据えて新規に製作

• 自治体等と協力して実証実験(運用、効果など)
• 宣伝、啓蒙活動等

• 制度改革等の活動

• 超小型モビリティ普及のための環境整備

• 実用化・量産のための仕組み作り

• 必要に応じて技術研究組合を設立して、車両開発を行う

• 計画予算 3億円



会員企業の募集

• デザインチーム
• 車体チーム
• 外装・内装チーム
• 電動機・電池・パワートレーンチーム
• 電装・制御チーム

• サービスチーム(ビジネスモデル)
• ユーザーチーム

• 統括チーム

複数のチームにご参加いただけます。
統括チームは社団法人メンバーを中心に構成します。



実証フェーズ参加の意義

• 自社技術・自社製品の提案と活用

• 自社新技術の実験台としての利用

• モビリティ新規格情報へのアクセス

• 自治体等の活動へのアクセス

• 企業ネットワークへの参加

• 小型モビリティ量産への関与

• 新たなビジネスへの関与・進出

• 量産への移行

• 社会貢献

• SDGs投資、ESG投資として

• ステージ１では既存車両の改造によ
り車両作りを行います。

• 技術・製品の活用は、主に量産を想
定した車両作りを行うステージ２から
になりますが、ステージ１から参加す
ることにより、量産モデル設計に関与
することが出来ます。



一般社団法人NNCモビリティの概要

• 設立：2020年10月22日 (法人登記は完了)
• 主たる事務所：東京都板橋区
• ホームページ：http://www.nnc-mobility.org

• 非営利型一般社団法人
• 理事会設置、監事設置、会計監査人非設置
• 基金設置 (ただし当面は基金募集は行わない予定)
• 設立時社員3名、設立時理事3名、監事1名

• 会員を募集して活動する
• 法人会員 入会金 30万円、年会費12万円
• 個人会員 入会金 3万円
• 賛助会員 会費は別途定める
• 特別会員 会費は別途定める



今後の予定
• プロジェクト説明会開催 (オンライン)
• 会員募集

(一次募集1月中旬まで、ステージ１参加締め切りは3月末を予定)
• 資金獲得

• 改造用車両の入手

• 改造車両製作企業の選定

• 改造作業開始

ホームページに、今日の説明資料、入会申込書のほか、プロジェクト企画書、運営規則など
がありますので、参考にしてください。

http://www.nnc-mobility.org
ご不明の点、ご質問などはホームページから、あるいは以下のメールアドレスからお問い合
わせください。

info@nnc-mobility.org

http://www.nnc-mobility.org/


参考資料
• 国土交通省ホームページ

• https://wwwtb.mlit.go.jp/kanto/content/000169011.pdf
• https://wwwtb.mlit.go.jp/jidosha/content/001364961.pdf
• 日本自動車工業会

https://wwwtb.mlit.go.jp/common/001155167.pdf

https://wwwtb.mlit.go.jp/kanto/content/000169011.pdf
https://wwwtb.mlit.go.jp/jidosha/content/000169011.pdf
https://www.mlit.go.jp/jidosha/content/001364961.pdf
https://wwwtb.mlit.go.jp/common/001155167.pdf


ご清聴ありがとうございました。
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